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昨日、おじいちゃんが税理士さんと相談しているのを聞いたんだー。
おじいちゃんたら、結構な額の財産を持ってるみたい！ そんなに
財産があるなら、早く孫にくれたら、いいのにねぇ。ほら、そしたら、
払わないといけない相続税も少なくなって、一石二鳥だし！

1│生きているうちに財産を贈与すると
祖父の財産を生きているうちに孫に贈与すれば、税金を払う
額も少なくなると高校生は皮算用をしているようですが、果た
して、そうなるでしょうか。
生きている間に財産を移転する場合、たしかに「相続税」を
払わなくてよいかもしれませんが、その代わりに「贈与税」が
課されます。払う税金が相続税から贈与税に代わるだけなら、
それほど大きな違いはないように思えるかもしれません。相続
税と贈与税とは、個人間において無償で財産が移転された場合
に財産に対して課される税だという点では、よく似ています。
相続税と贈与税の違いはいろいろありますが、税負担の観点か
ら見た最大の違いは、やはりその税率でしょう。
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こんなに違う！ 相続税と贈与税の税率
相続税 贈与税

　課税価格 税率 　課税価格 税率
～1000万円 10% ～200万円 10%

～3000万円 15% ～400万円（300万円） 15%

～5000万円 20% ～600万円（400万円） 20%

～1億円 30% ～1000万円（600万円） 30%

～2億円 40% ～1500万円（1000万円） 40%

～3億円 45% ～3000万円（1500万円） 45%

～6億円 50% ～4500万円（3000万円） 50%

　6億円～ 55% 　4500万円（3000万円）～ 55%

※贈与税の課税価格の（　）内は、孫のような直系卑属ではない場合の課税価格。

たとえば、1000万円の相続や贈与があったとすると、相続
の場合であれば税率は10%ですが、贈与だとすると30%の税
率になっています。贈与税は、相続税に比べて圧倒的に低い額
の贈与から税率が高くなっていることが分かります。なぜこの
ような差があるのでしょうか。
人が死亡し、相続が発生する場合に相続税がかかるのであれ
ば、相続が発生する前に相続税の対象となる相続財産を減らし
ておけば、相続税の税負担は少なくなります。相続が発生する
前に財産を減らす方法として手っ取り早いのは、誰かに財産を
贈与してしまうことでしょう。生きている間に誰かに相続財産
を贈与して相続税の税負担を減らすという方法は、子どもでも
思いつく分かりやすい方法ですから、ほかの人も考えないはず
がありません。相続税を回避するために、みんながみんな生き
ているうちに贈与をしてしまえば、相続税を払うのは、生きて
いる間に贈与する暇もなく亡くなってしまったようなごく少数
の人だけという事態になりかねません。それでは、相続税とい
う税を設けている意味がなくなってしまいます。そこで、相続
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